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＜連絡事項＞
・本日より２日間、17：30～メモリアルホールにて院内研修を行ないます。参加できるスタ

ッフは参加してください。

・日勤勤務調査表は、より正確なデータを取るため、その日のうちに記載するようにしてください。

・ＯＴスタッフでインフルエンザになったとの報告がきています。引き続き、手洗い・うがいなど行い、十分に注意していきましょう。

・日々の『東病棟入力状況』への入力作業は忘れずに行うようにしてください。

・平成20年度利用者様満足度調査の調査結果からの改善計画書がきています。３月のカンファレンスで事例について意見交換を予定しています。

＜患者様連絡事項＞

・中野渡　不二男様～入院形態について、任意⇒医療保護へ変更し、南病棟から施設へ入所する方向で進めていきます。御家族へ連絡をし、2/25（水）15：30～、今後の方針について家族面談を行っていきます。また現在、貧血・低Naの経過の見ていますが、今後の身体管理について主治医に確認したところ、毎月電解質の検査を行い様子を見ていくとの事です。

・目時　正巳様～仙骨部位に褥瘡(持込)あります。Aユニットについたスタッフや入浴についたスタッフは処置（アズクロ・ラップ療法）や対処療法を行い悪化しないよう観察しましょう。
＜注目患者様ケース検討＞

・安達　貴浩様～本日、11：00より御家族様が来院し、面談を行っています。本人様から御家族様に何度も外出泊が出されている状況であり、御家族様の意見として、まだ病気の認識がなく、そうした事を備えてからの外出泊・退院を検討したいとの事です。外出に関しても、以前の外出ではお金を持って出かけ、洗濯機などを購入してくる事があったそうです。

⇒今後の外出に関して、本人に病識をもって頂けるよう、①に疾病教室を行っていき、病識が持てたら、②に月１回で金額を決めて短時間での買い物外出をスタッフ同伴で始めていく計画としています。慣れてきたら、街への外出を検討する。その際はスタッフと御家族と付きそう事としています。疾病教室は本人に病識をもってもらう為のプログラムであるため、評価として病識を理解できないのであれば外出も出来ない事を強く伝えてもよいそうです。

※決して、『退院』という言葉を使わないで行っていってください。受け持ちスタッフは、本人とも話し合い、疾病教室の計画を立ててください。また、今後のスタッフの対応として、本人に病識を持てるように関わっていってください。

＜安ヶ平Drケースカンファレンス＞

・木村　格治様～御家族よりハガキや手紙に強迫めいた文章を書いており、送らせないようにして欲しいと訴えありました。ハガキ等は制限がかけられない為、今後のハガキ等に関しては主治医が確認をしたいとの事なので、確認後カルテに挟めるようにしてください。

・長谷川　陽一様～夜間、トイレに起きれず尿を漏らしてしまうとの訴えがあり、フルニトラゼパム（眠剤）が１錠減っています。深夜帯、ホールに起きてきている事があるとの事ですので、夜間の睡眠状況の観察をしていきましょう。

・和田　昌様～3/3（火）11：00～13：00までのよこまちへの買い物外出の許可が出ています。男性スタッフ付き添いとの事です。

・松橋　清子様～トイレで自然排便見られています。今後のグリセリン浣腸に関しては、本人希望時に行うようにしてください。歩行器を使っての歩行がスムーズに行えるようになってきているので、時間をみて自力歩行が出来るよう関わっていきましょう。

＜新入院患者様情報＞

・横山　耕生様（32）～　主病名:統合失調症　　　入院形態:任意入院
　　　　　　　　　　　　病棟:東Aユニット　　　主治医:川端先生
【入院までの流れ】

当院2回目の入院。平成18年1月31日退院後は、生活訓練施設「青山荘」入居し、デイケア通所・外来通院を継続していた。平成20年5月上旬、母より父方(長野県)への長期外泊の提案があり、5月11日長野県に向かう。父が経営する飲食店の経営を手伝いながら安定した生活を送っているとの事で平成20年6月末に転居となったが、同年10月8日母宅に戻った為、当院への通院継続希望で受診。帰省後は自宅で過ごしていたが、体重の増加が見られ、ジプレキサを漸薬中止した所、幻聴・妄想が悪化し、薬物調整・症状改善・病状安定目的で、東Aユニットに任意入院となる。
　※膿巣洞の手術…治癒傾向ですが、イゾジン消毒・ガーゼ保護３日間の指示あります。

　【入院後の様子】

　入院後のスタッフとの対話は良好であり、意図的に尋ねるとイライラや不安が…、と話しています。また、喫煙希望は強く、医師との確認後に返事する事を説明しています。食事や服薬はできています。今後については、内服調整を行いながら、体重増減などの身体症状や気持ちの変化に対し、アドバイスを行っていきます。
　また、睡眠に関して尋ねたところ、「夜は最近眠れない」と話しています。夜間の睡眠状況の観察をしてください。以前の入院で清水徹様との折り合いがよくなかったとの事ですので、十分注意していきましょう。

　買い物カード：作成しない（週１回御家族が差し入れにくるとの事）

　　　　　洗濯：家族洗濯　

